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視
察
期
間

平
成
二
十
年
十
一
月
四
日
か
ら
五
日
ま

で視
察
先
と
視
察
事
項

○
福
井
県
小
浜
市

・
校
区
内
型
地
場
産
学
校
給
食
の
推

進
に
つ
い
て
（
地
産
地
消
の
推
進

と
安
全
、
安
心
な
学
校
給
食
）

○
福
井
県
鯖
江
市

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
に
つ
い
て
（
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
推
進

事
業
）

視
察
概
要

小
浜
市
は
福
井
県
の
南
西
部
、
若
狭
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
人
口
約
三
万
二
千

人
、
面
積
約
二
百
三
十
二
平
方
㎞
、
若
狭

地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
、
昔
か
ら
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
日
本
で
の
玄
関
口
で
あ
り
ま

す
。当

市
は
、「
心
や
す
ら
ぐ
美
食
の
郷

（
さ
と
）

御
食
国
（
み
け
つ
く
に
）
若

狭
お
ば
ま
」
と
表
現
し
、
生
活
基
盤
の
整

備
、
街
並
み
の
保
存
や
周
囲
と
の
環
境
と

調
和
の
と
れ
た
街
づ
く
り
に
取
組
む
こ
と

を
将
来
像
と
し
て
、
こ
れ
が
施
策
推
進
基

本
姿
勢
で
あ
り
、理
念
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
は
文
化
の
根
源
で
あ
り
、
当
市
が
御

食
国
と
し
て
栄
え
て
き
た
こ
と
を
受
け
、

豊
富
な
資
源
と
食
文
化
を
生
か
し
て
の
産

業
振
興
、
児
童
へ
の
教
育
な
ど
食
を
通
じ

た
街
づ
く
り
、
市
に
根
付
く
文
化
を
大
切

に
街
づ
く
り
が
、
独
創
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
市
の
学
校
給
食
は
、
安
心
・
安
全
の

た
め
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
給
食
と
な

っ
て
い
ま
す
。
校
区
内
で
収
穫
さ
れ
た
食

材
が
体
に
一
番
良
い
と
い
う
考
え
で
す
。

「
食
の
街
づ
く
り
条
例
」
を
定
め
、
給

食
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
世
代
の
市
民

へ
の
体
験
、
料
理
教
室
、
講
習
会
が
、
生

涯
食
育
と
し
て
多
様
な
形
で
実
施
さ
れ
、

食
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
生
命
を
尊
び

育
む
心
、
敬
虔
（
け
い
け
ん
）
な
心
、
感

謝
の
心
な
ど
の
育
成
に
効
果
を
あ
げ
て
お

ら
れ
ま
す
。

鯖
江
市
は
、
福
井
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
人
口
約
六
万
八
千
人
で
、
地
場
産

業
で
あ
る
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
生
産
は
、
全
国

シ
ェ
ア
の
九
〇
％
を
占
め
る
な
ど
日
本
一

の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
「
体
操
の
ま

ち
　
さ
ば
え
」
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ

く
世
界
体
操
競
技
選
手
権
大
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
重
点
施
策

と
し
て
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
市
の
方
針
で
市
内
中
学
校
区

全
部
に
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
、
市
よ
り
各
ク

ラ
ブ
に
二
百
万
円
の
補
助
金
が
支
給
さ

れ
、
各
地
域
で
熱
心
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。地

域
で
運
営
さ
れ
、
地
域
の
主
体
性
を

大
切
に
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦
の
輪
を
広
げ
て
い
ま

す
。ま

た
、
各
学
校
区
に
希
望
す
る
ス
ポ
ー

ツ
種
目
が
な
い
場
合
は
、
自
由
に
他
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
参
加
で
き
ま
す
。

三
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
連
携
・
協

力
し
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
り
、

各
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
運
営
に

力
を
い
れ
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る

手
立
て
に
努
め
、
地
域
の
人
で
運
営
、
各

種
目
上
の
技
術
指
導
も
受
け
持
っ
て
地
域

力
を
発
揮
し
た
ク
ラ
ブ
経
営
に
努
め
ス
ポ

ー
ツ
の
輪
を
広
げ
て
い
る
と
視
察
し
た
次

第
で
す
。

土
岐
市
に
あ
っ
て
は
、
ク
ラ
ブ
発
足
の

必
要
性
、
方
針
は
あ
る
も
の
の
土
岐
津
町

の
発
足
の
み
の
現
状
で
す
。

市
当
局
、
議
会
、
体
育
協
会
と
一
体
と

な
っ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
一
層
審
議
を
重
ね
ま
す
。

▲鯖江市役所にて

視
察
報
告
（
第
二
常
任
委
員
会
）

視
察
報
告
（
第
二
常
任
委
員
会
）

▲小浜市の「濱の四季」にて地元の食材を使用したメニュー
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11

視
察
機
関

平
成
二
十
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九

日
ま
で

視
察
先
と
視
察
事
項

○
静
岡
県
富
士
市
（
二
十
八
日
）

・
産
婦
人
科
医
療
施
設
整
備
助
成
金

支
給
制
度
に
つ
い
て

○
静
岡
県
裾
野
市
（
二
十
九
日
）

・
地
域
防
災
力
の
充
実
に
向
け
た
消

防
団
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

視
察
概
要

第
一
日
目
　
富
士
市
で
は
、
平
成
二
十
年

四
月
の
あ
る
日
、『
富
士
市
立
中
央
病
院
の

産
婦
人
科
医
師
四
人
が
一
人
も
居
な
く
な

る
！
』
と
の
新
聞
報
道
に
よ
っ
て
、
大
騒
ぎ

と
な
り
、
若
い
ご
婦
人
方
が
中
心
と
な
っ
て

産
婦
人
科
存
続
の
署
名
運
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
署
名
数
は
何
と
、
十
三
万
六
千
人
（
人

口
二
十
三
万
七
千
人
）
で
、
約
五
十
一
％
で

し
た
。
こ
う
し
た
住
民
の
動
き
を
受
け
、
市

長
か
ら
「
六
月
ま
で
に
何
ら
か
の
対
策
案
を

出
す
よ
う
に
」
と
の
指
示
が
出
さ
れ
、
兵
庫

県
三
木
市
、
丹
波
市
、
滋
賀
県
彦
根
市
の
三

市
を
視
察
し
、
六
月
に
「
産
婦
人
科
医
療
施

設
整
備
助
成
金
支
給
制
度
」
の
創
設
を
市
長

に
進
言
し
、医
師
会
と
の
話
し
合
い
を
経
て
、

「
富
士
市
産
婦
人
科
医
療
施
設
整
備
助
成
金

支
給
条
例
」
が
六
月
の
定
例
市
議
会
に
追
加

提
案
さ
れ
て
、
可
決
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
央
病
院
産
婦
人
科
に
二
年
以

上
勤
務
し
た
上
で
開
業
す
る
か
、若
し
く
は
、

市
内
に
お
い
て
十
年
以
上
開
業
す
る
医
師
の

開
業
資
金
の
一
部
と
し
て
、
最
高
で
一
億
円

を
助
成
す
る
制
度
で
、
条
例
施
行
か
ら
四
ヵ

月
余
り
で
、
問
い
合
わ
せ
は
数
件
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
実
施
に
は
至
っ
て
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

富
士
市
は
土
岐
市
と
異
な
り
、
大
規
模
工

場
や
事
業
所
が
多
く
、
年
齢
別
人
口
を
見
ま

す
と
三
十
代
の
割
合
が
多
く
、
十
九
年
度
は

二
千
二
百
六
十
八
人（
土
岐
市
は
、四
百
八
十

九
人
）の
出
産
が
あ
り
ま
し
た
。開
業
し
て
い

る
産
婦
人
科
は
、九
施
設
あ
り
ま
す
が
、医
師

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
婦
人
科
だ
け
と
な
っ

て
い
る
開
業
医
が
増
え
て
お
り
、
実
際
分
娩

が
で
き
る
施
設
は
四
施
設
で
あ
り
ま
す
。
富

士
市
は
慈
恵
医
大
と
の
連
携
が
深
く
、医
師
の

確
保
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
が
、
全
国

的
に
産
科
医
不
足
に
よ
り
、
土
岐
市
同
様
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
助
成

制
度
は
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
我
々

議
員
も
多
角
的
な
視
野
を
持
ち
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
お
産
が
出
来
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

◎
第
二
日
目
　
裾
野
市
に
お
い
て
『
裾
野
消

防
団
』
の
発
祥
は
、
明
治
十
九
年
春
、
東
海

道
線
が
敷
設
さ
れ
、
開
通
後
煤
煙
に
よ
る
火

災
発
生
を
予
想
し
て
、
火
災
防
止
の
た
め
熟

練
精
鋭
の
百
五
十
六
人
を
も
っ
て
『
私
設
消

防
組
』
を
結
成
し
た
の
が
、
今
日
の
消
防
団

の
起
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。『
裾
野
市
消

防
団
』
活
動
に
つ
い
て
平
成
十
三
年
一
月
七

日
現
在
静
岡
県
の
消
防
団
員
数
は
二
万
七
千

人
態
勢
が
提
言
さ
れ
、
裾
野
市
で
は
目
標
団

員
数
が
三
百
二
十
四
人
と
な
り
ま
し
た
。

『
常
設
消
防
』
が
あ
る
現
在
で
も
、
消
防
団

の
地
域
消
防
防
災
に
果
た
す
役
割
は
非
常
に

大
き
く
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
も
明
ら
か
で

す
。
し
か
し
、
団
員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が

進
ん
で
お
り
、
団
員
ひ
と
り
ひ
と
り
に
か
か

る
負
担
は
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

消
防
団
員
の
Ｏ
Ｂ
や
そ
の
他
技
術
を
持
っ
た

方
々
の
技
能
を
生
か
し
、『
地
域
自
主
防
災

会
』
と
の
連
携
を
図
り
協
力
し
て
も
ら
う
こ

と
が
『
激
甚
災
害
時
』
に
被
害
を
最
小
限
に

く
い
止
め
る
有
効
な
手
段
と
し
て
須
山
地
区

で
は
、『
須
山
火
防
隊
』
の
設
立
に
至
り
ま

し
た
。

女
性
消
防
団
は
平
成
八
年
に
十
人
で
発
足

し
、
現
在
二
十
人
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
へ
火
災
予
防
運
動
期
間
に
あ
わ
せ
て
、
民

生
委
員
と
協
力
し
て
女
性
消
防
団
員
が
防
火

訪
問
す
る
。
ま
た
、
六
月
か
ら
七
月
に
は
市

内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
を
訪
問
し
て
、『
花

火
教
室
』
の
実
施
し
て
み
え
ま
す
。
消
防
団

で
は
、
消
防
活
動
を
市
民
に
理
解
し
て
も
ら

う
目
的
で
、
消
防
新
聞
『
火
消
し
』
を
年
一

回
発
行
し
て
全
戸
に
配
布
す
る
。
消
防
団
員

に
よ
る
意
見
発
表
会
・
消
防
講
演
会
の
開
催

は
三
百
五
十
人
ほ
ど
が
集
ま
り
好
評
を
呈
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
更
に
『
裾
野
市

消
防
団
二
輪
倶
楽
部
』（
バ
イ
ク
隊
）
の
発

足
や
市
内
の
中
学
生
が
、『
市
消
防
操
法
大

会
』
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供

す
る
な
ど
、
将
来
の
消
防
団
員
の
確
保
に
努

め
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
土
岐
市
を
、
よ
り
明
る
く
住
み

良
い
、
そ
し
て
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
研
修
視
察
の
中
か
ら
今
後
、

参
考
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

▲裾野消防本部ヘリポートにて

視
察
報
告
（
第
一
常
任
委
員
会
）

視
察
報
告
（
第
一
常
任
委
員
会
）


